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　「シモハナ物流厚木センター」は、シモハナ物流株式会社様のグループ
最大規模となる物流センターであり、同社様初の大型自動ラック倉庫を備
えています。
　配置計画としてまず特筆すべきは、当センターの専用トンネルです。敷
地東側に専用のトンネルを掘削し、前面道路からアクセスする形式としま
した。これは、近傍に民家のある北側道路のトラック通行を避け、山々に
囲まれたトラックバース・駐車場を設置することにより周囲に伝わる騒音
を防ぐなど、最大限周辺環境に配慮するために導入しました。
　建築計画の最大のポイントは、自動ラック倉庫の導入です。ＩＨＩ社製
自動倉庫をセンター中心に据えてセンターの自動化を図り、入出荷による
時間の削減、保管スペースの効率化による保管量の増加を狙いました。こ
の自動ラック倉庫の前面にはピッキング自動倉庫が併設されており、さら
に効率良い入出荷を実現しています。
　倉庫庫内は３温度帯が混在して配置されており、荷扱い室・一時保管室
・仕分け室それぞれの機能が最大限発揮出来るよう、組み合わせて配置し
ています。また、チルド庫にはカ所のトラックバース（ドッグシェルター）
を１列に並べて配置し、入出荷の時間短縮を図ると共に、より柔軟に入出
荷作業に対応できるよう配慮しました。ドライ庫のトラックヤードは無柱

の大空間を用意し、フォークリフト等を使用した荷捌きが容易に行えるよ
う配慮しました。
　１、２階の縦動線は、自動ラック倉庫のほか、垂直搬送機を使用して運
搬を行います。センター内に７基もの垂直搬送機を分散して配置し、どの
エリアからも迅速に荷物を上下に送れるよう配慮しています。ドライ庫の
トラックヤードからは直接２階に取り込める位置にも１基垂直搬送機を設
置しています。
　事務所ゾーンについては、センター従業員・庫内作業者・トラック運転
手等々の動線を検討し、大きいセンターではありますが、効率的に各エリ
アを行き来出来るよう各室を配置しました。庫内作業車・トラック運転手
の休憩室は広く、豊かな緑を望める位置に設置しており、憩いの場となる
よう配慮しました。事務所ゾーンの壁仕上げは、ほとんどの部分に〝化粧
ケイカル板〟を採用しております。長期の使用にも耐え、汚れを拭き取り
やすくすることを狙っています。

株式会社大本組建築本部設計部設計課　木村陵
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　シモハナ物流は、中国地方を中
心に東は名古屋から西は九州まで
の拠点でネットワークを展開し
てまいりました。
　この度、より高く安定した品質
の提供を実現するため、物流ネッ
トワークの更なる拡充と関東圏へ
のきめ細やかな物流を構築する拠
点として、神奈川県厚木市にシモ
ハナ物流株式会社厚木センターを
完成させることができました。こ
れもひとえに、本プロジェクトに
ご理解をいただき、ご指導を賜り
ました関係者の皆さま、地域の皆
さまのおかげでございます。
　また、弊社の企業理念を受け止
め、安全で迅速な工事を完遂され
た設計、施工の皆さまにも、厚く
お礼申し上げます。
　弊社は、このセンターに備えた
最先端のマテハン設備と、圏央道
を駆使した関東全域へのアクセス
性を生かし、より多くのお客さま
にご満足をいただけますよう、努
力をしてまいります。
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